
製作幸舞松竹

日
■
２４
旧
胃
・休
）千
穐
楽

夜の部【17日 (月 )から昼の部】 昼の部【17日 (月 )から夜の部】

主
催
一松
竹
株
式
会
社

協
力

読̈

売

テ

レ

ビ

歳
林
寺
Ｘ
侶
　
作

澁
谷
　
一人
外
　
演
出

三
期

ら

か

な

嘘
厖

舘
　
　
直
尤
　
作

白
能
　
士暑
人
　
潤
色

川
浪
サ
ミ
７
　
演
出

長
量
　
ロ
ル
　
愚
　
弟
厖

舘

　

直
尤
　
作

米
日
　
　
一旦
　
演
出

山厚
日
　
敏
一士
ん
　
二茸
楽

一、ふ
ろ
さ
と
に
橋
あ
り
薫

香
川
合
枝
緒
　
作

澁
谷
　
一人
外
　
演
出

二、色
気
噺
お
伊
勢
帰
り
こ

t`tト

キ」騰ヽ
ヽ

検索、チケットWeb松竹
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１１

月

昼
の
部

夜

の
部

8土 0 /

9日 ● ●

10月
`~ヽ

貸
切

11火 ●

12水

13木 ● ●

14金

15土 ●
資
切

16日 |■ 貸
切

17月 ● ●

18火 /

19水 ●
資
切

20本

21金 ● /

22土

23日 ●
責
切

24月 員
枷 /

都築 謙次郎

03日翻 前田 絵美

、
賀

ｌ
ｉ
凛辺

餞

織郎

ノ

義ロ関

▲
藤

ｒ
靭

組
競

▲

憾

色 色

噺 噺
お お
伊 伊
勢 勢
帰 帰
り り

河合 美佳

※
‐７
日
よ
り
昼
〓夜
の
演
目
を
入
れ
替
え
ま
す
。

大
工
清
八
…
植
栗
芳
樹
／
油
屋
お
鹿
　
泉
し
ず
か

大
工
清
八
‥
胡
蝶
英
治
／
油
屋
お
鹿
…
出
ロ
ル
ナ

製
作
惨
松
竹

勘
劇
錦
秋
公
演

平
成
２６
年

１１

月

８

日

（
土

）
初
日
▼

２４
日
↑
じ
千
穐
楽

昼
の
部

１１
時
間
演
／
夜
の
部

１６
時
間
演
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∞一謝蝉興‐‐‐‐
一動』”姉瑕一醐回̈
蜘̈
行一動輔帥コ 、

曲
法

）
　　ふ
正

ず

斐甲

・
▲
甜

、轟オ朦

い
う
―

草千

絆上 恵美子

泉 しずか

【

昼

の

部

［
晋

Ξ

省

夜

の

部

］

】

同
僚
の
代
わ
り
に
会
社
を
辞
め
た
谷
川
秀
夫
君
は
、
人
に
は
ア
ホ
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

に
人
の
良

い
男
で
す
。
や

っ
と
先
輩

の
紹
介
で
西
日
産
業
の
社
長
を
紹
介
し
て
も
ら

い
、
社
長
の
自
宅
を
訪
ね
る
べ
く
道
を
急

い
で
い
る
と
、
同
じ
境
遇
の
か
わ
い
ら
し

い

女
性
と
知
り
合

い
ま
す
。
気
の
毒
に
思

っ
た
谷
川
君
は
見
栄
も
あ

っ
て
、
自
分
は
西
口

産
業
の
専
務
な
の
で
、
就
職
の
面
倒
を
見
よ
う
と
約
束
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
こ

の
約
束
が
大
き
な

ハ
プ
ニ
ン
グ
を
生
む
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
彼
女
は
…
Ъ

七
月
の
新
橋
演
舞
場
で
も
好
評
を
得
た
藤
山
扇
治
郎
の
谷
川
秀
夫
、そ
し
て
、音
同
田
次
郎
、

井
上
恵
美
子
の
西
日
社
長
夫
妻
、由
日
我
廼
家
玉
太
呂
の
先
輩
藤
村
で
ご
覧
頂
き
ま
す
。

鮮
魚
商
を
営
む
惣
太
郎
と
惣
二
郎
は
、
近
所
で
も
評
判
の
仲
の
悪

い
兄
弟
ｃ
兄
は

本
家
魚
惣
、
弟
は
本
店
魚
惣
と
看
板
を
あ
げ
て
の
商
売
仇
で
す
。
そ
ん
な
中
、
そ
れ
ぞ

れ
の
娘
の
縁
談
話
が
こ
ん
が
ら
が
り
、
町
内
の
人
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
の
兄
弟
喧
嘩
は

ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
‥
ち

松
竹
新
喜
劇
十
八
番
の

一
つ
で
、
藤
山
寛
美
の
「
リ
ク
エ
ス
ト
公
演
」
で
最
も
リ
ク
エ

ス
ト
の
多
か

っ
た
作
品
。
今
回
は
渋
谷
天
外
の
惣
太
郎
、
由
日
我
廼
家
八
十
吉
の
惣
二
郎
、

曽
我
廼
家
寛
太
郎
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
主
人
高
橋
、
小
島
慶
四
郎

の
う
ど
ん
屋
主
人

大
河
内
、音
口
田
次
郎
の
惣
太
郎
義
叔
父
金
作
で
お
楽
し
み
頂
き
ま
す
。

【

夜

の

部

［
曹

（月
）省

畳

の

部

］

】

石
村
修

一
に
は
昭
夫
と
い
う
息
子
と
和
子
と

い
う
娘
が
い
ま
す
。
年
頃
の
和
子
に

縁
談
話
が
ま
と
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
都
会
で
働
い
て
い
る
は
ず
の

昭
夫
の
不
祥
事
で
、
折
角
整

い
か
け
た
縁
談
に
反
対
の
声
が
出
始
め
ま
し
た
。
そ
ん
な

折
、
問
題
の
昭
夫
が
ひ
ょ
っ
こ
り
家

全
戻
っ
て
き
て
‥
・

昭
和
三
年
の
初
演
よ
り
、
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
て
き
た
、
親
子
の
愛
情
が
心
を
打

つ

物
語
。
石
村
修

一
に
渋
谷
天
外
、
長
男
昭
夫
に
藤
山
扇
治
郎
、
そ
し
て
仲
人
岩
井
に

高
田
次
郎
、
巡
査
人
島
に
曽
我
廼
家
八
十
吉
、
医
師
坂
口
に
江
口
直
禰
、
都
築
正
枝
に

川
奈
美
弥
生
、
村
の
資
産
家
小
林
に
曽
我
廼
家
玉
太
呂
の
配
役
で
ご
覧
に
入
れ
ま
す
。

左
官

の
喜
六
さ
ん
は
、
同
じ
長
屋
に
住
む
色
男
の
清
八
と
は
違

い
、
ど
こ
か
間
の
抜

け
た
三
枚
目
。
あ
る
日
、
長
屋
の
男
連
中
で
お
伊
勢
さ
ん
に
お
参
り
に
行
く
こ
と
に
。

そ
の
帰
り
道
に
喜
六
さ
ん
は
、
い
つ
も
尻
に
敷
か
れ
て
い
る
女
房
に

一
泡
吹
か
せ
よ

う
と
、
な
に
や
ら
よ
か
ら
ぬ
企
み
を
清
八
に
も
ち
が
け
る
が
‥
ち

曽
我
廼
家
寛
太
郎
の
喜
六
、井
上
恵
美
子
の
油
屋
お
紺
、由
日我
廼
家
玉
太
呂
の
う
わ
ば
み

の
権
九
郎
、
由
日
我
廼
家
八
十
吉

の
日
明
し
文
次
、
川
奈
美
弥
生
の
油
屋
女
将
お
か

つ
、

小
島
慶
四
郎
の
家
主
庄
兵
衛
に
、
藤
山
一扇
治
郎
・江
口
直
禰
等
の
講
中
が
繰
り
広
げ
る
、

松
竹
新
喜
劇
十
八
番
の
爆
笑
ま
げ
も
の
喜
劇
に
ご
期
待
下
さ
い
。
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〒542‐0071大阪市中央区道頓堀 1‐ 9‐ 19
地下鉄「なんば駅」14号出口 徒歩約1分

お問い合わせは な06-6214‐ 2211
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一 等 席   10,000円
_等席    6,000円
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※ナビダイヤルは交換機等の設定によってはかかりません。●チケットホン松竹では当日券はこ予約いただけません。●間違い電話防止の

ため、電話機の「リダイ切 レ機能Jは ご使用頂かま 1回 ことにダイ切 レポタンを押して頂きますよう、こ協力をお願い申し上げま魂
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